
☆「生高だより」発行に際して

本校は、昭和 53年にここ塩田の地に開校し、今年で創立44年目を迎えます。
平成 19年にそれまでの全日制課程に加え三部制の定時制課程が1丼設となり、

現在に至ります。二部制の定時制は、千葉県内には本校と松戸南高校、そして、

来年度には佐倉南高校に設置される予定です。ただし、全日制と定8寺制が併設さ

れているのは、本校のみです。

☆三部制の定時制について
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三部制の定]寺制は、午前部。午後部・夜間部に分かれています。単位制の教育

課程を実施していますので、生徒個人にあった科目を各自で選択し、授業を受け

ています。通常、定8寺制は1日 4時間の授業を4年間実施して卒業 (四修制)し

ますが、本校では全国制と同じように、1日 6時間の1受業 (4時FB5+他部履修2

時間)を実施し、3年F88で卒業 (三修制)することも可能です。そのため、時間

にゆとりをもって充実した高校生活を送ることができます。

また、始業前や終業後に働いている生徒、勉強以外のスポーツや芸術活動等に

力を入れている生徒、学校の勉強以外に予備校に通う生徒など、時間を有効に活

用している生徒も多<います。各部の開始時間も異なりますし、大学のように自

分で授業を選ぎため、登校時間や下校時間は生徒一人ひとり異なります。JR浜
野駅から本校まで、朝晩に限らず生徒が登下校をしているのはこのためです。
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[☆ 校長あしヽさつ ]

2年目を迎えて

校長 加藤 孝雄
生高だよりをご覧いたださありがとうございます。校長として2年目を迎え、

新たな気持ちで新年度を迎えました。

4月の入学式では、全日制80名・定B春制174名の新入生を迎え、新し<着
任した教職員とともに、昨年度以上に成長できる生浜高校でありたいと思つてい

ます。昨年度はコロす禍のため、多<の学校行事が中止となり、生徒の活躍の場

面が少な<なつてしまいました。今年度も不安は尽きませんが、「新しい生活様

式」と「感染予防対策Jを十分に行い、できる限り教育活動を実施したいと考え

ています。

今年度の学校経営については、新たに「令和3年度千葉県立生浜高等学校グラ

ンドデザイン」に示しましたので、本校のホームページをぜひ、ご覧<ださい。

校訓の「誠実」「協調」「努力」のもとに学校教育目標にある「目指す学校像」

と「目指す生徒像」の実現に向け、5つの重点目標を掲|ずました。

それぞれの教育活動を通じて、「感じる」「考える」「行動する」「輝<」 という

過程を繰り返すことで、生徒の「主体的な学び」と「自己肯定感の醸成」を図り

ます。

具体的には、地域の方たに今以上に力をお借りして、地域連携を中lbと した教

育活動を実現していきたいと考えています。生徒それぞれの思いが本校での教育

活動によって実現できるよう、私たち教職員一同、一丸となつて全力を尽<す所

存です。常に前を向いて成長していける生浜高校であるために、地域の皆様にご

協力いただけますよう重ねてお願い申しあげます。

[本ホームページの紹介 〕
本校のホームページについて紹介します。

昨年末に本校のホームページが新し<なりました。   i
検索サイトなどで「生浜高校」と検索していただければ、閲覧することができ

ますp生徒の学びや特徴ある教育活動を紹介していきます。ぜひ、ご覧ください。

生浜高校 httos://cmsl.chiba―c.edjp/olhama― h/



生高の生徒 頑張つています !

☆部活動の一覧と大会の記録・予定 ※印 :令和2年度の記録

<運動系>
○陸上競技部    県大会出場 (走り高跳び),
○アーチェリー部  関東大会出場 (神奈川県)※全国大会出場
〇野球部      大会出場予定
○サッカー部    県大会出場
○剣道部      定通大会出場予定 ※県秋季定通大会個人準優1券
〇ソフトテニス部  定通大会出場予定
○卓球部      県大会予選出場 ※県秋季定通大会シングルスベスト8
0バレーボール部  県大会予選出場
○ハンドボール苦B  活動再開
○バドミントン部  県大会予選出場 ※県秋季定通大会シングルス優勝
○ソフトボール部 (含同チーム)県大会出場 ※新人戦県大会ベスト16
0含気道部     大会出場予定
○硬式テニス部   大会出場予定
○バスケットボール部 (定時制)定通大会出場予定 ※県秋季定通大会準優勝
<文化系>
○演濠j部 春季地区発表会出場予定 ※県大会優良賞
〇書道部 書道展開催 (蘇我コミ正ティセンター)※学芸書道全国展
○美術部 作品制作 しほた祭での作品展示等
○コンピュータ部 プログラミング及びeスポーツ等の活動
○家庭科部 手芸作品等の製作
〇含0昌部 音楽発表会の計画中
○茶道部 お点前のお稽古

硯lb会理事長賞

○生物部 殻なし卵のふイヒ実験、観察会の実施 ※日本学生科学賞 千葉県知事賞
○音楽部 校内発表会の計画中
01晋棋部 県大会第5位 ※関東大会出場
○写真部 校外撮影会等の計画中
○ビジネス研究部 外部団体と連携した商品開発、販売会等の計画中
○ダンス部 校内発表会実施
<同好会>
○英語同好会 資格取得を目指した活動
○文芸同好会 作品制作 しほた祭での作品配付等
○軟式野球同好会 (部に昇格予定) 県定通野球大会出場予定
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